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近年、重ね合わせやエンタングルメントのような量子性を用いた高感度セン

シングに関する研究が理論と実験の両面から盛んに行われている。 
特に、ダイヤモンド中の窒素空孔中心（ＮＶ中心）は、室温でも長いコヒーレ

ンス時間を持つこと、光による初期化と読み出しができることから、高感度磁

場センサを実現できる系として注目を集めている。 
またＮＶ中心を用いたセンサは、ＳＱＵＩＤなどの他のセンサと異なり、ベ

クトル磁場の検出が可能である点も実用上は重要である。本講演では、集団の

ＮＶ中心を用いたベクトル磁場センサの感度を、従来のスキームと比べて四倍

程度改善させる手法について紹介する。我々の手法では、複数の周波数を持つ

マイクロ波を同時に印加することで集団のＮＶ中心を制御することを特徴とす

る。 
磁場の任意方向のベクトル成分を計測できるのみならず、集光効率やコント

ラストの不完全さによる測定時のエラーを抑えることで感度を改善させる。主

に理論的な側面について解説を行うが、時間が許せば実験における進展につい

ても述べる予定である。 
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